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論文
将軍家と日野家・山科家
日野康子と日野栄子の役割を中心に
田端泰子
はじめに
室町幕府第三代将軍足利義満の時代は、室町幕府最盛期といわれる。
その理由の大きな部分は、将軍の権威と実力が管領以下の有力守護大名を圧倒し、次々に有力守護家を武力で打倒し、将軍家の武家政権での圧倒的優位を実現したことに由来する。武家が国内を統治する体制は鎌倉幕府時代から徐々に確立し、紆余曲折をへて、足利義満時代に有力守護家を排除できたこと よって 完成の域に至り初めていた。その時代に将軍となった義満は、征夷大将軍の地位に飽きたらず、天皇権の纂奪に向かって進ん い と言われる。最も明確 この説を唱える今谷明氏は、その著書『室町の王
権
（（
（
』の中で、天皇家の掌握し続
けてきた「叙任権」や「祭祀権」を獲得し、改元や皇位に干渉し、前代未聞の「国王御教書 を発給し、国際的に「国王」と て認知され
るために、明に「日本准三后道義、書を大明皇帝陛下に上る」に始まる書を、明の第二代皇帝建文帝に奉り 首尾良く返詔をもらったことを述べている。
こうした義満の「王権纂奪計画
（（
（
」の一環として使われたのが義満正
室日野康子であったとされる。但し将軍の正室として著名な人は、この時代、康子のほかに、義満の子息で次代の将軍となった義持の室日野栄子があり、また日野氏の女性たちのうち天皇家の女房に入った人も多かったので 本稿では足利義満、義持時代を、公 日野家や山科家の側から検討することによって、本来天皇家 臣下たる公家が、どのように将軍家と関係を取り結んでいたかを 足利義満時代とそれに接続する義持時代について、検討したいと思う
特に公家日野家については、一族の系図を作成し、そのなかで、歴
代当主の兄弟姉妹が、どのようなかたちで朝廷に仕えていたのか、また将軍家や寺社に入っていた かを考察してみ い。
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一
　
足利義満時代の日野氏、山科氏
　
室町時代の中でも、将軍家の威信と権力が最も高まったのが、三代
将軍足利義満時代である。この義満期の将軍家と日野家の関係、また日野家と緊密に交流を深めた公家山科家の動向を検討することで、日野家の歴史的位置と、日野重光の姉妹で足利義満の正室 なった康子義持の正室となった栄子の姿 浮かび上がらせてみたい。なお、重光の娘重子は足利義教の側室 なっている で注目すべき女性であるが、論述が複雑になる で、本稿の考察からは省くことに る。　
足利義満
（一三五八～一四〇八
（の父は足利二代将軍義詮であり、母は
石清水社僧善法寺通清の娘「紀良子」である。この紀良子は後円融天皇の実母である崇賢門院
（後光厳天皇の典侍仲子
（の姉妹である。した
がって義満と後光厳天皇は従兄弟である いうことになる
（（
（
。義満は、
父の死により貞治六年
（一三六七
（十歳で家督を継いでいる。しかしこ
の年齢では将軍としての機能を果たせる能力が備わっているはずもなく、管領細川頼之が幕府の実権を握り、政務を主導した。康暦元年（一三七九
（、二十二歳の義満はその頼之を失脚させ、代わりに斯波義
将を管領に任じて幕府の実権を自ら掌握する。次いで永徳二年
（一三
八二
（左大臣、翌年源氏長者となり、淳和院・奨学院両別当を兼任し、
准じゅ
三さん
宮ぐう
の宣下を受け、武家の官職・実権と公家の官職を合わせ持つ地
位に昇った。その実力を背景に明徳三年
（一三九二
（南北朝合体を大内
義弘の力も借りつつ実現し 後亀山天皇から後小松天皇への三種の神
器の譲渡を実現させた。この年義満は三十五歳であった。応永元年（一三九四
（義満は将軍職を子義持に譲り太政大臣となる。一三八五年
生まれの義持はわずか十歳である。将軍家の実権は手放さず、天皇家の権限にも肉薄していこうという義満 意図が見えるよう る。　
翌二年その太政大臣を辞して出家したのは、自らが将軍家の「上
皇」として、幕府政治のいわば「院政」を執り行い、また天皇の臣下としてではなく自らの力で「日本国王」 して対中国外交を行うためであったと考える。出家後の義満は対中国外交を積極的に推進し、和寇を鎮圧し、有力大名を弾圧してそ 力を削減し、二番目の正室日野康子を「准母」の地位に就け、北山邸を造営して、朝廷の儀礼を吸収し、それに準じた幕府儀礼を作ろうとするのである。まさに義満の死の直後に朝廷から「太上天皇」の尊号が与えられたのは、義満の意図の後半生の夢にかなうものであった ではなかろうか。　
このように義満の真意は、天皇の陪臣としての立場を蹴って、その
ために辞官・出家し、実質的に獲得 終え初め いる「日本国王」として、中国と 国交を進展させたかった点にあったと思う。今谷説に見られるよう 、国際的にも日本の 国王 として中国の皇帝から国王に封じられることが、外国からは日本の天皇を越える存在 して認められることにな というメリットがあったからである。また明 の貿易の利はあまり も大きかったからである。　
一方天皇家の後小松天皇は、永和三年
（一三七七
（の生まれであるの
で、南朝を吸収した南北朝合一の年、十六歳であり、翌明徳四年親政を開始するが、実権は足利義満に握られ 後小松天皇の姿がはっきり
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見えるようになるのは、義満の晩年とその死後、天皇がその子称光天皇に譲位して院政を行った時期になってからである。　
日野重光は応安三年
（一三七〇
（に生まれ、南北朝合一後の応永元年
（一三九四
（権中納言となったのを皮切りに、権大納言、正二位、従一
位、大納言と昇進し、応永二十年
（一四一三
（後小松天皇の「院執権」
となったが、同年四十四歳で没している。　
この時代の公家山科家の当主は教
のり
言とき
である。教言が生まれたのは嘉
暦三年
（一三二八
（であるから、足利義満より三十歳年長で、日野重光
より四十二歳年長であったこと なる。山科家は初代教成が、その父で後白河院の近臣であった平業房 母丹後局から相続した山科荘を膝下荘園として獲得し、その他の所領も後 家領として取得 、公家としては内蔵頭を世襲し、御厨子所別当を兼ねたので、供御人 支配しまた内蔵頭に付随する役目として、天皇家への「御服調進」の義務を負っていた。教言は八歳で従五位下となり、その後内蔵頭 従三位、参議、康応元年
（一三八九
（南北朝合一の少し前に権中納言になったが、
翌年この職を辞し、応永二年出家している。したが て、教言の日記『教言卿記
（（
（
』では、自身の足利尊氏・直義・義詮との親交、それにも
増して寵遇を受けた足利義満に関する記事と、自身が高齢になったため、勤めを預けた子息教興と孫教豊などの公 ての活躍が多くの枚数を割いて語られる。　
また山科教言は将軍義満の正室を出し続けた日野家の重光とも親し
く、特に教興は父に代わって内蔵頭となって以後、公家として天皇家に仕えて、御服調進の家職を勤め、禁裏「御番」を交替で勤仕する一
方、義満の北山第に毎月一日に参賀し、朝廷でも北山第でも雅楽を奏し、さらに日野重光邸 も出入りして日野邸の風呂に入り、地蔵講などの御用を「逗留」
（
宿泊
（して務めるという、天皇家に仕える公家の
一員であるととも 、将軍家にも仕え、また日野家の家司の役目をも兼ねるという忙しい日々を送っていることが、応永十年代から義持時代の応永二十年ころまでの記事
（（
（
から読み取れる。しかし日野重光が応
永二十年
（一四一三
（三月十六日に亡くなって以後は、内蔵頭は教豊が
嗣ぎ、 「院執権」も烏丸豊光に移ったため、日野義資との関係は重光時代ほど緊密ではなくなるが、山科一族中 山科教高は日野持光と親しかったためか、足利義嗣の処刑に連座させられている
（（
（
。
二
　
日野家の人々
　
本章では、室町期特に足利義満・義持期の日野氏を中心に、日野氏
の室町幕府や足利将軍家との関係 天皇家・院との関係、 た 野氏の援助を期待して日野氏の 司 ような位置にまで到達した公家山科家について、山科家当主教言とその子教興の日記などを素材に考察する。　
室町期の日野氏の主要人物を抜き出すと左のようになる
（（
（
。
　
系図１
　
室町・戦国期の日野氏
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右の系図に基づいて、日野家当主の兄弟姉妹がどのような壮年期・
老年期を送ったのかについて考察してみる。
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表 1 　室町期、日野家代々当主の兄弟姉妹
俊光
男
8女
2
公家
5、山僧
2、寺僧
院女房、公家妻
時光
男
2女
3
公家
2
典侍、公家妻
2、不明
資教
男
4女
3
公家
2、山僧 醍
義満室、公家妻
2
盛光
男
1女
1
醍僧
准后資子、
有光
男
1女
1
公家
典侍
資親
女
2
院典侍
2
重光
男
4女
3
公家
3、僧
（東北院（
義満室、義持室、
義資
男
7女
5
興
3、東大、禅、山、公家
義教室、義教室、景愛寺住持
政光
男
1（
勝光（
光芸
男
4女
4
禅
2、山、興
義政室富子、義視室、不明
（早世
（
2
永繕
女
3
義澄室、公家妻 不明
勝光
（実は政光の男（
政資
男
4女
3
公家
2、山、興
義尚室、景愛寺長老、不明
晴光
男
3女
1
禅、山、興
遊佐長教妾
輝資
男
3女
2
公家、興、僧
（本満寺（
神主
（津守氏（
妻、不明
山…延暦寺円仁流
　
醍…醍醐寺
　
興…興福寺
　
寺…園城寺円珍流
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右に作成した表から、室町期の日野氏の当主の兄弟姉妹が、成人し
たあとどのような社会的地位を得ていたのかがわかる。当主は日野氏を継承し、一族は裏松氏、烏丸氏、柳原氏、日野町氏などに必要に応じて養子に入り、氏族を継承・発展させた。日野重光の弟豊光が烏丸家の当主となったのがその好例である。豊光は足利義持に仕え、義持の出 時、自らも出家している。このとき四十六歳であったという。公家として 務めも果たし、権中納言正二位の官職をもらい、ま 重光の死後、 「院執権」も務めている。　
そのほかの日野家の当主の兄弟は、公家と て生涯を終えたも は
時代が下がるほど少なくなり、室町初期には五人もあった に 末期には一、二人に減少していることが見てとれる。代わって増加したのは僧 なった男性である。山門、寺門 興福寺 う平安期以来の大寺に入ると共に
（重光の兄弟が入った東北院も天台の寺院である
（、一族の
寺である日野の法界寺の別当を兼ねる者も多く 「日野別当」 名で呼ばれた人が多い。晴光の兄弟慈承などがそれにあたる。慈承は「日野別当、直叙法眼、横川長吏」を歴任し、同じ 天台山門派の京 尊勝院に入った人であり 藤原康親 子であったが、日野家の養子て日野家 り 日野家関係の寺の継承 なした人であ 。　
また僧となった日野家庶子の姿を検討すると、室町期後半になるほ
ど、禅宗の寺や日蓮宗の本満 った人があることに気付く。 明貿易を推進した足利義満やそれを継承した義政 政策や、法華衆徒が一揆を起こす時代 波が、日野家の家系図に影響を与えていることがわかる。
　
中でも注目されるのは、日野富子の兄弟に聯輝軒永俊がいること、
永俊の子永繕は富子の甥にあたり、その永繕の姉妹は足利義澄の正室となっていることである。また聯輝軒の首座である永俊 、義政の猶子でもあ たことが、系図の付記から知られる。義政にも富子にも目を懸けられた親子であったことがわかる。　
聯輝軒とは足利義満が開創した臨済宗相国寺派本山相国寺の常徳院
内に開かれた一院で、開基は足利義持・義教の弟虎山永隆である。そのためこの永隆は「相国寺永隆」 るいは「聯輝軒永隆」と呼ばれた嘉吉二年
（一四四二
（四十歳で亡くなったという。この聯輝軒は、禅宗
寺院の通例に漏れず、室町期、荘園の代官として、寺僧を地方に下らせたり、荘園領主などに貸し付けをする役割も果 している。のち述べる山科家 荘園の一つ備中国水田郷の年貢を、系図に見え 永俊が請け負っていた で、山科家の家司は文明九 四月二十日、年貢ことで永俊の元に出かけ、また水田郷の代官職のことにつき延徳三 、手紙でやりとりをし る様子がうかがえる
（（
（
。
　
日野家当主の姉妹に目を移すと、足利将軍家の正室になったものの
多いことが目を引く。義満室業子、康 、義持室栄子、義教室観智院と重子
（勝智院
（、義政室富子、義視室、義尚室、義澄室の九人にも上
る。義満以来、室町将軍家の正室は永らく日野家から出すことが慣わしとなっていたことがわかる。　
しかし日野家の女子は朝廷や院にも典侍などの女房、また院女房と
して仕えていたので、その中から天皇 妻となる女性が誕生するのは奇異なことでは い。
将軍家と日野家・山科家
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例えば日野宣子は後円融天皇時代の康暦元年
（一三七九
（正月、当時
まだ権大納言にすぎなかった義満が、天皇に盃を献げる前に「主上の御酌を取る」という不敬を働い 、全く異例の給天盃であったが、それを準備した人々は「准后二条良基、三宝院光済僧正、二位尼日野宣子」らであったとされる
（（
（
。この日野宣子は「岡松一品」と呼ばれ、義
満正室日野業子の叔母に当たる人で、天皇家の宮廷内に大きな力をもっていただけ なく、義満と業子の婚姻の仲介をした人であり、「歌人」でもあった。義満に宮中の作法を教えた二条良基と共に、義満贔屓でその応援団の一員であったと考えられる。宣子、業子に関係する部分の日野家略系図を左に掲げる。　
系図
2　
日野氏略系図
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のちに詳しく述べる義満室康子は、日野家の女性として初めて天皇
の准母となっている。また盛光の姉妹資子は、 「称光院母后、後花園院准母」として応永三十二年
（一四二五
（准后となって「光範門院」の
院号をもらい、永享五年
（一四三三
（五十歳で出家した。このように准
后・准母となった女性も二人出ているのである。　
そのほか日野家の女子で尼寺に入り、景愛寺長老や住持になったも
ののあることが注目される。景愛寺の創建は建治三年
（一二七七
（で、
臨済宗 尼門跡寺院として如大尼が創建した寺である。南北朝期以後は禅宗尼寺 第一位 して栄えた。その後景愛寺六世で光厳天皇皇女
恵え
厳げん
禅尼が御所の聖観音を安置する寺として宝鏡寺を開山したという。
応仁の乱後は景愛寺は寺勢が衰え、宝鏡寺住持が景愛寺を兼ねたという。禅宗寺院に対しては、将軍家は手厚い経済的扶助をなしていたことから、将軍家正室からの援助も大きく、そうした関係から日野家の女性もこの寺に入ったのであろう。　
その他の女子は公家と婚姻をしているが、室町期の終わりには遊佐
氏という武家や、津守氏のような神主家との婚姻が登場するのは、公家としての家格が全体的に揺らぐ戦国期に入りつつあったためであろう。
三
　
足利義満・義持時代の日野氏と山科氏
 
　　
――
日野康子の登場
　
このように、日野家は室町期、代々 足利将軍家の正室を出すとい
う輝かしい歴史を形造った その嚆矢となった足利義満時代の康子について少し史料が残っているので、義満や次の将軍義持と、康子 生家日野家との関係、またこの時代 日記を残している山科氏 の関係を検討し、どのような条件のもとに三家が結びつきまた離れていかざるをえなかったのかを検討する。そ ことを見るなかで、日野家と山科家の当代における立ち位置を明らかにする。　
最初に検討するのは、義満の正室になった 業子についてである。
この人についての史料は少ないが、業子は初め禁裏で典侍となっていたことがわかっている。これ以前の日野家の女性が、公家 家の娘と
42
して宮中の女房として奉公するのが順当な道筋であったことは、先述の日野宣子の例からも明らかであ 。宣子の姪である業子も朝廷に出仕し、典侍となって後円融天皇に仕えていた。そうした天皇、上皇の側に える女房たちに言い寄り、妻や側室にし のは、天皇の親族を自認する義満であっ 。　
業子は正室となり、そのほかの朝廷の女房たち
（加賀局、新中納言局、
一条局、三位局（
は側室となっている。
　
応永年間の十三年までの日野家の当主は重光である。重光は応永元
年権中納言に任じられたのを皮切りに
（二十五歳
（、三年権大納言従二
位、十年正二位、十五年従一位、十八年大納言と昇進し 二十年後小松天皇の院執権となる。応永初年ごろ 父資康は已に亡く
（明徳元年死
去
（、父の弟資教が日野家を率いていた。しかし叔父資教の官位昇進
は重光に及ばず 応永十 年五 一歳のとき出家している。義満の最初の正室となった先述の業子は資教の姉妹であるから、重光にとっては叔母にあたる人であった。この業子が応永十二年七月十一日に病より五十一歳で薨じたため、亡くなった業子に従一位が与 れ、その兄弟資教も正二位から従一 に叙されたが こ 日資教は出家したのである。応永 二年に義満は四十六歳、業子は「五十一歳云々」と『教言卿記』にあるので
（10
（
、義満より年長の正室であったことになる。
　
亡くなった業子に代わり、正室の座に座ったのが業子の姪で重光の
一歳年上の姉康子である。康子は応永四年に義満が造営した北山殿の内部の「南御所」に住んでいたので「南御所」と呼ばれており
（11
（
、この
ことから康子を室に迎えたのは、応永 年と見 れる。しかし『教言
卿記』に康子が初めて登場するのは応永十三年五月九日である。したがって、業子の死後、業子に代わり「南御所」康子が義満正室としての務めを正式に果すことになったと考える。以後康子は義満に同行して後光厳後宮で広橋家出身の崇賢門院
（仲子
（や喝食聖久
（義満の娘
（と
共に、兵庫ヘ明船を見 出かけたり
（12
（
、義満・聖久と共に伊勢神宮へと
輿を連ね 参ったり
（13
（
するようになる。康子の地位が正室として安定す
ると、日野家の中心も資教から重光へと交替する。　
もともと義満は資教邸に臨んだりしていた
（14
（
が、資教より若い重光を
特に引き立て 重光邸で義満は自身の子女 着袴と魚味の儀を行わせるほどであっ
た
（15
（
。明徳の乱
（一三九一年
（応永の乱
（一三九九年
（で山名氏、
大内氏を将軍家の前に平伏させた 、公家日野重光やそこに集う日野一族また山科 などの公家を使って、 小松天皇と廷臣 ちをより強力に牽制しようとしたと思われる。天皇家に対して最も大きな圧力をかける機会は、応永十三年に訪れる。　
応永十三年十一月、義満はその子
（義昭
（の魚味の儀を再び日野重光
邸で行わせ、重光への信頼度の篤いことを世間に見せつけ 。重光が日野家領能登国若山荘の半済停止を義満から獲得したのは、こうしたご奉公に対する見返りであったのだろう。但し重光は自身 所領に関する支援ばかり なく、山科家など公家の所領や家職、また相国寺常徳院領など寺社の所 についても、義満に対し守護など武家からの保護を訴えており、 家・武家の後ろ盾として 役割をよく果たしていた
（11
（
。
　
十二月二十七日、通陽門院が薨じた。通陽門院厳子は後円融天皇の
将軍家と日野家・山科家
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上﨟から後宮に入った人で、父は三条公忠であり、時の後小松天皇の生母であったので、准三后となり、応永三年に院号宣下を受けていた。義満と親しくま 幕府からも京都五条町南頬の地を安堵されたりしおり
（17
（
、足利幕府とよい関係を築いていた女院であった。なによりも厳
子は時の天皇後小松天皇の生母であったから、義満が尊重したのは当然である。その通陽門院厳子が亡くなったことが その後 女院制度に影響を与えることになる。　
このとき義満は通陽門院の死に対して、天皇一代の間に父天皇とこ
のたびの母通陽門院の二度 「諒闇」は不吉 あると日野大納言重光に述べ、四条天皇の例を「不快」 して げ 。四条天皇は鎌倉前期の天皇で、貞永元年
（一二三二
（二歳で即位し、仁治三年
（一二四二
（正月
九日在位わずか九年余で没した天皇である。実際には、日野重光が先例を調べさせると 一条天皇、四条 、後醍醐天皇の時代に、一代両度の諒闇があったことがわかった。しかし四条天皇は幼少で即位し十二歳の時滑って転倒したことによ て死去した は不吉である、後醍醐天皇は南朝の初代であって 当今の流れと ては先例とすべからず、両者ともに不吉だという義満 思惑 、空位十一日のあと幕府の推す後嵯峨天直が即位した。義満は一 事例は無視したのである
（18
（
。一条天皇の場合は不吉ではなく、むしろ佳例であったこと
は知られていた。しかし南北朝合一を成し遂げたのは他ならぬ義満であったため、皇位継承問題の決定権はこの時代、ほ んど義満の手中にあったといっても過言ではないから、先例 無視 義満の強引な発言が通 のであろう。
　
この事の本質は、後小松天皇の父であった後円融天皇が薨じたのは
譲位の十一年後の明徳四年
（一三九三
（であるから、このたびの母厳子
の崩御により、在位中二度の「諒闇」
（天子が父母の喪に服する期間
（を
迎えること なる。それは避けなければならない、ゆえに准母を置こう、というのが義満の本心であった点にあった。義満は例の如く、形式的に公家の意見を徴したので、 「准母を立てることは、生母を他人になさるゝの条、父母の孝道に背く」と反対した洞院公賢
（前太政大
臣
（もあったが、義満の意志は固かった。では次には、誰を准母とす
るかの問題で日野重光らの公卿は行き詰まった。重光から相談を受けた関白一条経嗣は、義満の意を汲んで、義満室「南御所」康子に准三宮宣下を受けてもらい 国母に准ずるようにすることを提案 のである
（19
（
。
　
この時に発給された勅書を左に掲げる。
勅、易彰牝馬之貞載坤卦、詩揚雎鳩之徳歌国風、若稽舊章、咸為令典、従二位藤原朝臣某
（康子
（者
　
朕之准母也、柔順表質、嘉淑
有詞、降紫詔哉既加二品之崇班、記彤管哉、今准三宮之貴寵、宜授邑土五百戸並年爵内外三分、主者施行、　　　
応永十三年十二月
　　
日
　
准后宣下の勅書には、古代以来の先例を踏んで「
雎しょきゅう
鳩」
（鷹科の鳥み
さご
（のように夫婦として仲が良かった点も考慮し、すべて「令典」
すなわち古代以来の法典に則り、准母となすことに決めたことを述べ領地として「五百戸」と年爵が授けられることが記されている。それと共に、康子の人柄について「柔順」 「嘉淑」などの詞が並べられて
44
いることから、康子は柔和で貞淑なひととなりであったことが知られる。　
康子が准母になり、院号宣下を受けるという新提案は、義満が天皇
家を纂奪するための強引な施策として打ち出されたものではなく、朝廷、公家のしぶしぶだが了解のもとに行われた策であったことがわかる。　
朝廷の力は確かに将軍家に圧倒されてはいたが、経済的支援を大き
く幕府に頼っている義満期、現役将軍義持よりも圧倒的に発言権の大きい義満の意向を受け入れることこそ、後小松天皇の時代を安泰に維持する基盤になったと思う。後小松天皇の正室もまた日野家の盛光の姉妹資子であり、資子は一三八四年生まれと推定されるので、応永十三年
（一四〇六
（には二十三歳であったと思われる。後小松天皇と資子
の間の子称光天皇は、没年が正長元年
（一四二八
（で、このとき二十八
歳であったとあるの
で
（20
（
、称光天皇は応永八年
（一四〇一
（生まれであっ
たことになる。よって資子はすでに後の称光天皇 生んでおり 応永十三年に皇子は六歳になっていたと考える。　
通陽門院厳子の五十五歳での死により、応永十三年十二月二十七日、
その日のうちに義満室康子は准母とされ 三宮 准じられた 北山殿義満、室町殿義持を初め、関白一条経嗣以下の廷臣たち 、日野康子の元に続々と参賀した。翌応永十四 正月には、山科家は例年通り先ず北山殿 に年始 挨拶 出かけ、次に康子 参賀し、その次に日野重光、次に室町殿義持を訪れている
（21
（
。二月十八日、義満は康子と共
に奈良ヘ遊覧に出かけ、 満の娘聖久 日野重光も同行した。二月二
十七日、義満は石清水八幡宮に参詣する。公卿として日野重光ほか五人の公家が従い、衛府として伊勢貞長ら三人も従い、さらには殿上人として御供をした山科教興には山科家家司三人と山科家のすべての中間が付き従っている
（22
（
。このように康子の実家日野家と日野家の家司的
存在になっていた 山科家は、総力をあげて義満や康子に仕えていたことがわかる。　
三月五日、康子は「北山院」の院号を賜る。すると山科教興は院司
の一人に補せられてい 山科家には新たな名誉が加わることになった。院司になったこと より、山科家が管掌する「御服所」には、さっそく女院から「五衣」や「几帳」の調進の注文が入っている
（23
（
。
　
三月二十三日、 「北山女院」の入内がにぎにぎしく挙行され、一条、
近衛、菊亭、徳大寺、西園寺、日野
（重光と資藤（
、洞院、花山院の「公
卿」に次いで、山科教興などの殿上人、随身 小雑色、舎人の男性陣の名のあとに 公家の妻たちゃ公家出身の女房たちの名が逐一書き残されている
（24
（
。そして四月初めには入内の実質的主催者である日野重光
邸には、入内行事 供奉した日野町資藤、柳原氏などは、樽持参で「無為」を祝いに集まっている
（25
（
。
　
日野家に対する義満の好意は、その後まもなくして表に現れ、十一
歳であった重光の子義資は北山第で義満の前で元服するという栄誉を被っている
（21
（
。
　
つまり北山院の入内、女院号拝領は、義満の内意から出たもので
あったが、日野重光や、康子・重光の実母池尻殿、後小松天皇室日野西資子
（日野西資国息女・後の称光天皇と小川宮の実母
（など、日野家一族
将軍家と日野家・山科家
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の男女が背後から北山院を後見している態勢を作り上げていたからであると思う。日野家の娘たちは、足利家に次々正室を出す一方、資子のように天皇家や院の女房になった女性たちが、公家となった 族男性と協力して、朝廷側から一族の繁栄に尽く た様子が見て取れる。　
応永十四年三月に康子が准母として北山院の号を賜って以後も、北
山院は義満と共に北山殿
（北御所に義満、南御所に康子
（に住んで、義満
の伊勢参宮に遅れて同道したり、丹波久世戸や若狭矢穴に行楽して、仲睦まじい姿を史料に残してい
（27
（
。
　
北山院の誕生で最も変わったのは、応永十五年三月八日から二十八
日まで、後小松天皇が北山院御所に行幸したり、北山第で舞楽を観賞したりしたことで、義満と天皇家の関係が急速に好転し強まったことである。天皇の行幸を控えて義満は楽を北山第で演奏させ、行幸に備えている。この行幸では、和歌、猿楽や連歌、舞、蹴鞠などが催され、義満から天皇に砂金百両・金襴十段・南鐐
（銀
（三十両などが献上され
た。天皇は崇賢門院
（後光厳後宮・広橋仲子・後小松天皇の祖母にあたる
（
御所にも行幸し、義満の愛息義嗣を正五位下、左馬頭 任じ、還幸している。義嗣は還幸後さらに従四位下に叙された
（28
（
。二十日間の行幸の
聞に、猿楽・蹴鞠・和歌・舟遊び・早歌・白拍子などを楽しんだ後小松天皇をもてなした主体は足利家であったが その財源は妻 准母とした義満や、日野重光から出ていたことは容易に想像 きる。天皇が御所に還幸した三月二十八日、日野重光は正二位から従一位に、義満の愛息義嗣は早くも従四位下に叙され、左近衛中将に任じられる
（29
（
。そ
の上、翌月、応永十五年四月、義嗣は内裏で元服式を挙げるのである
（30
（
。
これも前代未聞のことであった。そして義満と後小松天皇の蜜月期は義満の死
（同年五月（
まで続くのである。
　
義満時代に後小松天皇を中心とする朝廷との関係は最も良かった。
その理由は、右の行幸や義資 北山第での、また義嗣の内裏での元服の事実に示されるように、義満から天皇家に対し資金援助が手厚くなされたためである。義満は先述のように大守護大名を次々に圧倒し、合一を果 した朝廷に接近することを公家を介して成し遂げていたで、山科家だけに留まらず多くの公家は、将軍家に接近してその御用を果すことで、公家であるが 元に真っ先に参賀するという、公武が共に義満に臣従している態勢を作り上げていたことがわかる。かつて中世史研究者黒田俊雄氏は、中世の政治体制を「権門体制」と呼んだが、この言葉は義満時代が最もよくあてはまる。かつてないほど、義満時代には公家が天皇家と共に将軍家 臣下 礼を尽くしていたである。
四
　
日明貿易を握る「日本国王」
　
ではそうした義満の公武双方をひれ伏させた背景にあるものは何
だったのだろうか。その一つは、日明貿易の利が の手に集められた点にあったと思 。応永十四年九月十五日、義満 例の如く兵庫ヘ明船を見 出立した。京に戻ったのは二十二日である。その日 『教言卿記』には帰朝の明船が二十万貫を義満に進呈した とを記し、
41
「珍重」と感想が述べられているのである。このように日明貿易の利は、船主の禅宗寺院や大商人にも入ったが、勘合符を発行し、船主に請け負わせて利益を回収し、 「日本国王」として朝貢貿易を実現した義満の手許に、莫大な銅銭をもたらしたことがわかる。　
義満はその晩年、禁裏と密な関係を築いており、しょっちゅう禁裏
に出かけ、そ たび 日野重光は義満に扈従 ており、山科教興も禁裏で義満の「陪膳」役をつとめる ど
（31
（
、義満は公家の中の日野氏一族
に親しい人々を、自身の臣下のように扱っていた。そうした朝廷への接近の仕上げは、同年
（応永十四年
（十月十七日の銭十万疋の禁裏への
献上である。十万疋は一〇〇〇貫文 あたる。ゆえに先 の二十万貫の中から一〇〇〇貫文という大金が、義満から禁裏ヘ献上されたことになる。後小松天皇は義満に対し負い目は感じただろうが、義満かの経済的支援に対する感謝の念はそれを上回ったのではないかと思う。　
義満室康子が応永十四年三月に北山女院となることによって、将軍
家と朝廷 関係はより一層緊密になった。 の現れとして、来年正月の天皇の「元三御服」の費用は康子方から出されることになり 十月にそ 目録が下され、費用を注進すべきことが山科家に言い渡された。代々の天皇の御服調進の仕事を担当してきた内蔵頭を家職とする山科家は、日記に「 出々々」と記している
（32
（
。
　
義満が得た大きな利は日明貿易の利益に止まらなかったことは勿論
である。そしてその財の使い方も広範囲にわたっており、朝廷ばかりでなく公家や寺社に対してもなされていることは注目でき 。公家花山院忠定の邸宅修理費として義満は一万五千疋
（百五十貫文
（を贈って
おり
（33
（
、紀伊国の日前国懸社に対しては造営費として三千貫文を寄進し
ている
（34
（
。花山院家への助成に対し、同じく公家である山科教言は「言
語道断、珍重々々」 、 「花喜悦之至、定不知手足之舞踏欤」と日記に記して、驚きを隠さなかった。　
応永十四年一年間の義満の参内は特に多く、殆どの参内には日野重
光を伴い、時々山科教興も御供している。そのため 公家の中で日野重光に近づきたい四条隆直などは、教興に重光へ 口入れを頼んでいる
（35
（
。義満が参内を繰り返し「禁裏御歌合」に加わったり、 「御貝覆」
の勝負に入ったりしたことは
（31
（
、後小松天皇との関係が極めて良かった
ことを示す。また びたびの参内によって北山院の立場を強めるねらいもあっただろう。そうし 参内を繰り返す中で、天皇家の「元三御服」や「引物」
（引出物
（の小袖などが、義満や北山院からの献上とい
うかたちで登場する。　
応永十四年十二月末に義満から天皇に献上される御服は、御冠、御
直衣、御帯、御あこめ、 ずしの御袴、御大口 御宿直物 御桧扇御鼻紙であった。これらとは別に北山殿義満から長橋局に渡される予定の「御小袖十重」はおそ く引物であろう
（37
（
。
　
朝廷に仕える公家としての山科家は、勿論廷臣でありその務めは果
たしていたが、義満方から天皇の御服調進 費用負担がなされ、日野重光が義満に最も信頼される公家であったため、日常的に「裏松」重光邸に出入りして、重光にも仕えてい 山科教興は大忙しとな 。この年には義満の参内には重光とともに参会し、ま 義満の陪膳を何度も勤め、単独で義満への「申次」 つとめるようになっていた。そ
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のうえ教興は北山院にも仕えていたので、年末に女院に歳末を賀して挨拶に行ったとき、絹の唐物で色々に染められた小袖を頂いたので、父教言は「希代之重宝也」 「自愛々々」と喜んでい
る
（38
（
。日明貿易で
入ってきた唐物は北山院の元にももたらされていたのであろう。　
応永十五年
（一四〇八
（正月の日記に、山科教言は禁裏四方拝のうち、
北山女院の拝礼に参加した人々の名を挙げている。公卿は関白一条経嗣、左大臣近衛良嗣など十九名で、そ 中 日野重光と日野町資藤が含まれている。殿上人は烏丸豊光など十七 で山科教興はその中にいる
（39
（
。つまり日野家は義満側近の公家としての地位を築いており、山科
家は公家として朝廷に仕える一方、義満や北山院康子の御用を務めいたことがわかる。むしろ義満と康子へのご奉公は、公家としてのめを上回る働きが求められていたようである。前年の応永十四年正月に北山殿義満、次に准后日野康子、次に室町殿義持 歳首を賀した科家の面々は、教興、教有、教高、教豊
（教興の子
（、持教、徳菊丸
（後
の嗣教
（の六名にも上
り
（40
（
、山科家一族の青年が挙げて将軍家に拝謁し
ていることがわかる。中でも三十九歳の教興は、八十歳に った老体の教言に代わる山科家当主として、また日野重光の家にも出仕したり逗留すると う、忙しいおつとめの日々を送っ いる。　
かつて応永十二年に教言邸が類焼したときには、教言は義満から北
小路の邸宅を与えられ、邸宅造作の費用 河内葛葉関からあがる率分
（関銭収入
（を与えられるという御恩を受けてい
た
（41
（
。このあと、教
言は日野重光に「扶持」
（援助
（を謝しているの
で
（42
（
、邸宅拝領と造作費
用助成にも重光の働きがあったことが推測され さらに応永十五年
に義満は、備前居都荘下村を教言に、上村は教遠に一円知行させている。所領安堵である。この時、義満に披露したのは日野重光であったので、教言は「難有々々
（43
（
」と記して、暗に重光の口添えがあったらし
いことも匂わせている。　
山科家は家職として天皇家の衣装を調進し、そのほか「引物」の御
服を、求めに応じて作成し献上していた。そのため月宛と言われる月給を代々天皇家から支給され たが、先述のように応永十四年年末から天皇家の元三呉服の費用や引物の費用は義満や北山院康子から頂くことになった。応永十五年、天皇の北山第行幸の話が持ち上がるとその際の「御引出物御服」の調進という注文も加わり、そ ための布地は未着であるが、百貫文と う大金が下されている
（44
（
。翌月二月には、
北山院の北山第行幸の際の上童装束 高倉永行と山科教興に命じられるなど
（45
（
、衣装製作の仕事は義満・北山院時代に増大し、山科家
の役割も急速に重くなっている。　
来る三月の行幸を控えて、山科家はもともと笙を得意とする楽の家
でもあったので、 居所北山殿南御所で義満やその子義嗣が「習楽」をする際には、教興や賀安丸が召されていた。御 調進と楽の稽古で大忙しであった日々が終わり、応永十五年三月八日、先述のように後小松天皇は北山第 行幸し、次い 崇賢門院御所に行幸 楽、連歌、舞、蹴鞠などを挙行したあと 二十八日に還 している前に教言は「鈍色」の衣 義満から贈与され 「希代事也」と感激していた。行幸最中 教興は の「御劔役」を務めてもいる。還幸直後、日野重光は従一位に、義嗣は正五位下そして従四位に昇進した。
48
その義嗣が内裏で元服するのは四月二十五日のことである。義嗣の楽の相手を務めた山科嗣教
（賀安丸
（はすでに応永十四年重光の猶子と
なっていた だが、十六歳になったこの歳
（応永十五年
（四月二十七日、
北山第で元服し、 満 加冠するという名誉を頂く。教言は「希代事也」 「頗過分過分」 「手足之舞踏不知也」と喜んで、馬一疋、白太刀を義満に進上している
（41
（
。
五
　
義満時代から義持時代ヘ
　
足利義満は応永十五年五月六日、五十一歳の生涯を終える。五月初
めから病状が悪化したり減じたりして、世間 人々は一喜一憂したのだが、とうとう六日に亡くなると、教言は「珍事々々」 「天下諸家哀慟無極々々
（47
（
」と記し、死を悼んでいる。
　
義満時代の特徴は将軍家が大守護家を討伐して、武家政権として安
定した体制をつくったばかりでなく、持てる財力で天皇家を援助し、天皇家の文化をも取り入れることによって、公家や寺社をも配下に収めつつあった点にあったと思う。まさ 権門体制は完成間近であった。そしてそれを可能にしたのは 国内の安定と、義満の採用した「善隣友好」を旗印とする日明貿易であったと思 。明船が到着すると兵庫まで自ら足 運んで見物し、明からの使節を名所に案内 、自ら明服を着て、唐輿に乗り、明人に担がせる
（48
（
など、明との交易を認めていた
ため、貿易による大きな利を手 することができ 。そしてこう義満の大きな経済力が天皇家との共存を可能にしたのであり、義満が
計画的に天皇権に肉薄し纂奪を望んだという評価は再考の余地があると思う。　
義満は正室を天皇家の准母とした。そのことは、後小松天皇からは
むしろ義満の好意ととらえられたように感じる。いっぽう愛息義嗣（母は春日局摂津能秀娘
（を内裏で元服させたのは、義嗣を将来天皇家の
養子にしようとするねらいがあったのかも知れない。しかしこの計画は実現せずに終わる。義嗣は上杉禅秀の乱に加担したとの理由で応永二十五年、幕府 処刑されてしまう。この義嗣の死は、義嗣に親しく仕えていた日野持光と山科教高にも及び、二人も連座して殺されてまう。日野家と山科家は大打撃を受けるのである。兄教冬の死 よって応永十六年に山科家の当主 なった教興の日記が、父教言 それに比べ きわめて少なく、また応永二十四年七月で終わっているのは、こうした山科家の蒙った厳しい現実の反映であろう。　
義満の死
（五月六日
（によって、将軍義持時代が幕を開ける。義持は
五月九日、後小松天皇が故義満に太上天皇の尊号を贈ったのに対し、義持はそれを辞退している
（49
（
。このことは、義満時代との落差を世間に
見せつけた。五月十日、義満の遺骸は等持院で荼毘 付され、昵懇廷臣たちは浄衣で葬儀に加わった。 「御所」義持、 「新御所」義嗣を初めとして、公卿として日野重光 広橋兼宣、北畠、勧修寺、中山、万里小路氏が、殿上人 烏丸豊 教興ら七名余が従っている。その後山科嗣教も重光の指示 義嗣の元に召され、二七日
（ふたなぬ
か
（まで等持院で義持や重光、山科教冬らの籠居・焼香がなされた。
この間の食事は、主として日野重光が負担している。また重光から嗣
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教に染帷子が与えられたので、教言は「闕如之処難有、悦喜々々」と喜んでいる
（50
（
。日野重光はその後も教冬父子などにも帷子を与えるなど、
山科一族に広く目を懸けていることがわかる。　
いっぽう義満正室で准后となっていた北山院康子は、六月一日、山
科教興の参賀をうけている。女院が義満と共に住んでいた北山第には、六月七日義持が移ってき 、その北御所を居所 定めた。義嗣は生母春日局の里邸に移動させられ
（51
（
。康子の居所は北山殿南御所で、
変化はなかった。　
「北山殿」義持は十月八日、公家方申沙汰を日野重光、武家方申沙
汰を伊勢貞行と決定し、重光への信頼度の厚さに変わりのないことを示した。　
北山院は八月二十九日壬生地蔵堂に参詣 十一月には地蔵本願経の
談義を聞き、相国寺で大施餓鬼を行い、八日には奈良 向かい、東大寺の大仏に参龍 、十三日 仏殿に万燈会を挙行している。そして二十四日には再び壬生地蔵堂に参籠するのである
（52
（
。康子は義満死後の応
永十五年後半、義満後室として義満の菩提を弔う役割に集中し いたことがわかる。　
そしてこの年末から天皇家の元三御服は 義持から天皇家に進
められる になった この年の元三御服の費用は七十二貫文であった
（53
（
。義持とは別に、北山院は天皇家に進上する御服を御服所に注文し、
進上させることを続けている
（54
（
。応永十六年年末に女院から山科家に下
された内裏に進上する御服の料足は合計六十一貫文であった
（55
（
。応永十
七年以後の御服の調進については、山科家の教言の日記にも教興 そ
れにも記載がないので、どうなったのかは判明しない。　
応永十六年七月ごろから三条坊門万里小路に新第を作り始めた義持
は、邸宅ができあがった十月二十六日、ここに移
い
徙し
している
（51
（
。義持は
北山院とは親しく、また准后として女院を尊重していたようである実母ではないが義母の立場にあったからであろう。応永十九年四月、北山院は義持の三条坊門第に移徙している
（57
（
。このように義持は義満の
採った天皇家との急接近策の一部には反発しながらも、天皇家への経済的支援策は継続し、北山院康子とも協調路線をとっている。北山院は義満の仏事を翌応永十六年にも丁寧につとめるかたわら、二月一日、壬生に参籠中義満の夢を見たとして、義嗣 習楽を勧めている
（58
（
。習楽
とは、笙や笛、琵琶などの練習をいう。禁裏との共通の文化に堪能になることを求めている点からみれば、康子 嗣 母代わりをつとめているように見える。義満の娘聖久も、義満生存中より寺社へ 行楽に伴って、実の娘のようにかわいがっていた様子が見受けられる。その聖久の料所のひとつが水田郷であり、ここ 山科家の所領でもあったので、山科家としてもこ 荘園からの年貢徴収に力を入れざるをえなかった
（59
（
。
　
名笙糸巻を家宝として伝来し、楽の稽古に務めてきた山科家に対し、
二月四日、義嗣から教言に新しく青地金襴の笙袋が下された。この袋は以前に拝領した白地金襴より「猶結構」な袋であった で 「殊以畏入者也」 「可秘蔵々々
（10
（
」と教言は喜んでいる。
　
応永二十年三月十六日に日野重光が亡くなるまでは、義持時代に
なってはいたが、日野重光への義持の信頼度も厚かったため、北山院
50
は義満の供養仏事に専念することができた。義嗣も楽のほか蹴鞠を楽しんだりして、朝廷文化を吸収しており、 『沙石集』を山科家に頼んで贈ってもらったりしている
（11
（
。日野重光から引き立てられ多くの扶助
を受けてきた山科家は 公家ではあるが、教興と子の嗣教は義持と義嗣に仕え、教興は重光邸にも ょっちゅう参じて奉公するというスタイルで暮らしていた。その他教興の従兄弟にあたる 遠 そ 子 高、教興の兄教冬などが廷臣として活躍していた。しか 教冬は応永十六年七月に卒しているので、山科家 朝廷と将軍家へのご奉公を抜かりなく務める大役は、応永十六年に四十一歳であった教興 双肩に重くのしかかってくることにな 。　
重光の亡くなる二十年の前年、応永十九年、義持と北山院は五月に
それぞれ義満の冥福を祈って法華八講などを修法している。この年の八月、後小松天皇は皇子躬仁親王に譲位 称光天皇が誕生する。そして後小松上皇の院執権には、重光に代わって義持自らがその任に就いている
（12
（
。こうして義満時代とは異なった様相が見え始めた応永二十
年三月十六日、日野重光は薨じたのであ
（13
（
。
　
重光の死後、院執権は重光の弟烏丸豊光に再び移動している。また
この年には義持の祖母紀良子
（足利義詮室・石清水社僧通清の娘
（が七月
に亡くなったので、義持はその遺骸を翌年高野山金剛峯寺 納めている
（14
（
。応永二十一年五月六日の義満の七回忌には、院中で後小松上皇が
法華懺法を修していることが注目される
（15
（
。後小松天皇の脳裏には、義
満時代の天皇家と将軍家の蜜 情況がよみがえっていたであろう。　
応永二十三年、義持は凡帳面に例年の如く五月には義満の追福のた
め等持寺で法華八講を行っている
（11
（
。その二ヶ月後の七月一日、後小松
上皇の仙洞御所で火災が発生、火は禁裏に及ぼうとしたため、将軍義持らは駆けつけて上皇を助けている。仙洞御所の造営は十三日から始まり、二十九日には立柱の儀が行われ など
（17
（
、義持は素早く対応して
いる。この間、義持は北山院 もとに正月に参賀するなど、女院とはかつてほどではないにしても、良い関係は保っていた。　
しかしこの年八月に、関東管領を辞した上杉禅秀
（氏憲
（が、反義
持・反足利持氏勢力や一門・姻族と力を合わせて挙兵するという上杉禅秀の乱が勃発する。その余波で、反義持と見なされた弟義嗣 、十月三十日、山城高尾に逃れ、次いで出家し、義嗣に仕え きた山科教高
（教興の従兄弟教遠の息
（、嗣教
（教興息
（も出家するという事
件
（18
（
が持ち
上がる。教高や嗣教は楽を通じて義嗣と親しかったため ある。十一月、幕府は足利義嗣を林光院に閉じこめ 山科教高ら四人を加賀に送っている。十一月二日、伏見宮貞成親王は『看聞日記』 これら人々について「故北山殿被寵愛誇栄花、事傍若無人
（19
（
」と記している。
　
翌応永二十四年、院執権には日野有光が任じられ、山科教遠
（教高
の父
（は民部卿を辞めさせられ
た
（70
（
。そして将軍家では義持の子義量の
元服が行われ、義持、義量父子は称光天皇 もと 参内し、次いで後小松上皇 東洞院仙洞御所に参るのである
（71
（
。義量の実母は義持室・日
野家から出た栄子であるので 日野一族中の持光は次の年 処刑さるが、栄子や有光などは将軍家の信頼を勝ち取っていた情況 よくわかる。　
応永二十五年正月、幕府は右述の足利義嗣を殺し
（二十二歳あるいは
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二十四歳といわれる
（、日野持光、山科教高を殺した。上杉禅秀の乱に
加担したとされる人々は、山名、畠山、世保氏にも及んでおり
（72
（
、この
乱の根深さと、義持の危機感の広がりがうかがえる。義持は十一月、富樫満成を高野山に追放した。貞成親王は「富樫兵部大輔今暁没落云々、室町殿北野参籠中御突鼻云 、近日権威傍若無人之処、俄之儀、今更人間不定被驚了
（73
（
」と記して、富樫氏の運命が突然逆転したことに
驚いている。　
この応永二十五年ころより、義持独自の施策が見られ始める。上杉
禅秀の乱関係者と見なされた人々に対する厳罰はその一端であり、応永二十六年七月には兵庫にやってきた明使呂淵を ざわざ諭して明に帰国させ、東寺に命じて異国を調伏させている
（74
（
。これは義満時代の外
交方針とは正反対の施策であることは明白である。北山院を尊重していたことに変わりはないが、北山院に っても、義満時代 の違いがひしひしと感じられたに相違な 。　
その北山院康子は応永二十六年十一月十一日に亡くなる。十一月四
日、病の重くなった康子を案じて義持は北山院のもとに駆けつける。「北山女院御悩危急之間、室町殿馳御参云々」と『看聞御記』は記している。そしてついに十一日 後小松上皇准母准三宮北山院康子が薨じた。このとき天下 触穢・諒闇について議論され、女院は仙洞の准母であるが触穢は頭弁裏松義資
（重光の子息
（が籠居するに留め、天下
の触穢とはしない、諒闇もない、と決定された。このよう 扱い 以前の准母の死のときよりも軽いものと言わざるをえない。伏見宮貞成親王は十四日、 「故北山殿
（義満
（御時有院号、一時之栄一睡之夢也、
至死期非准母之儀、人間不定今更被驚了」と感想を述べている。康子の立場は、義持から一定の尊敬を集めてはいたが、義満・重光が健在であったころの輝きほどではなくなっていたことがわかる。
六
　
日野康子、日野栄子の役割
　
右に述べてきたように、康子は准母と成って以後、後小松天皇に対
する御服調進を内蔵寮御服所を管轄する山科家に命じて執り行わせ、それに要する多額の費用を渡して天皇家の経済を助け、天皇家と将軍家の聞に立って人的交流をはかり、将軍家に天皇家の文化を浸透させるという役割を果たしたといえよう。こうした康子の役割の成就を助けたのは、実家日野家の重光や義資、有光また烏丸豊光
（康子の兄弟
（
などの公家 しての働きと共に、康子の妹が義持室となり、 ちに称光天皇の准母となること、盛光の姉妹資 は称光天皇の母で のち後花園天皇の准母となっていることなどであった。それだけでは く資子の姉妹は後小松院の女房に、資子のいとこである の娘は称光院の典侍になっており、また有光の娘と姪が後花園院の典侍となるなど、天皇家の女房に広く日野一族の女性たちが入っているとい ことが系図から見て取れた。彼女らが天皇 と将軍家の双方から康子を支えていたことが挙げら よう。　
後小松天皇の、義満と康子との交流と二人への感謝の念の厚かった
ことは、先述の義満生前の応永十五年三月 天皇の北山殿と崇賢門院への行幸にあらわれている。天皇家と将軍家 文化的交流も 後小松
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天皇は義満時代は義満や重光を介して行い、義持時代になってからは、楽の伝授を自ら山科家に対して行う
（応永十七年十月十六日条『
教興卿
記
』
など。この日教興は後小松上皇から直々に笙曲団乱旋の伝授を北小路宿
所で受けている。教興は家宝の笙糸巻で吹いている
（など、天皇家として伝
統文化の普及を、将軍家の力を借りつつ行う天皇であった。　
北山院康子の死後、義持は正室日野栄子と共に寺社参詣などを繰り
返し、その子義量へと将軍家 継承させるが、幕府に集う大名たちは管領を中心に力を蓄え、幕府では吏僚と呼ばれる官僚的武士層の形成がはじまり、中でも伊勢氏は応永二十八年ごろより存在感を増大し始めるのである。
七
　
足利義持の晩年と義量時代
　
足利義持は応永三十年
（一四二三
（三月、実子義量に将軍職を譲る。
義量は義持とその正室日野栄子との聞に応永十四年
（一四〇七
（に生ま
れた子である。そして十七歳で将軍職 就封した。しかし義量は少年時代からの大酒が収まらず、父義持から諫められ、近臣たちに誓書を出させる
（75
（
ありさまであった。このように義量は父母の期待に反する青
年であったので、実質的な将軍の権限は が引き続き掌握している。義持はこの時代、公家に対する出仕停止などの処罰権を発揮し また庭田氏と四条氏の所領争いを裁許したが
（71
（
、後小松院と義持夫妻との仲
が良好であったため、天皇家との軋轢は生じなかった。当代の天皇は称光天皇
（在位応永十九―正長元
（で、その父は後小松天皇、母は日野資
子
（実父は日野資国。資教の娘として天皇家に嫁す
（であったからである。
後小松院にとって、子の称光天皇が病弱で「大酒」であったこと、また天皇の弟小倉宮が応永二十九年になくなり、もう一人の皇位継承候補者皇弟小川宮の「御酔狂
（77
（
」が過ぎるなどの難題が山積していたから、
天皇家は将軍家と協調路線をとる姿勢を堅持していた。　
義持は応永三十年八月、駿河守護今川範政に旗を与えて鎌倉公方足
利持氏を討たせたので、十一月持氏は罪を認める。しかし応永三十二年二月に足利義量と小川宮が相次いでなくなったため、 氏は義持の猶子となろうと画策したが、義持は使僧にも対面せず、これを拒否している
（78
（
。
　
そしてついに足利義持が病に倒れる。正長元年正月のことである。
そのため六代将軍は義持の同母
（勝鬘院藤原慶子
（の兄弟義教が継承す
ることになった。義教は義 死後 台座主から還俗し、将軍職を嗣ぐのである。義教が継承することを見届け その翌日十八日 義持 薨じている。　
義持の治世は、義満の姿勢を継承した面と断ち切った面と両方が
あった。公家に対しては、廷臣を幕臣の如く従わせる方策を継承し、それ故処罰権を行使している。天皇家との親密な関係 持続し ため足利持氏追討に際し、旗を今川範政に授けて将軍家の権威 より高めた。朝鮮外交は継承し、大蔵経その他の品を送られ、明 俘虜を釈放（応永三十一年
（している点から考えると、義満ほどの積極性はないが、
対外政策も義満の政策をほぼ継承していた みられる ただ義満に対する太政天皇の贈呈は恐れ多いと感じて辞退した であろう。
将軍家と日野家・山科家
53
　
義持の晩年、日野家の一族は、従一位日野有光が応永三十二年三月、
義量の死に殉じて出家している。有光に代わって日野資教が「准大臣」になったが、この人も出家している。続いて七月、日野義資が「院執権」に任じられる。いよいよ義資時代の到来である。国母日野資子にはこの年
（応永三十二年
（「光範門院」の院号が与えられる。そし
て義持の正室日野栄子は将軍の生母、称光院准母として尊崇されていたが、 量 死と、二 後の義持 死によっ 、義持 共 、政治的生命を失うのである。　
つまり、日野家の男女は、義持、 量時代、称光天皇 生母が日野
資子であったことを背景に、義満時代同様、公家ではあるが将軍家に最も近い廷臣・親族 して、時めいていた である。日野 の地位が傾くのは、次の足利義教時代である。
お
わ
り
に
　
足利義満時代は義満の朝廷に対する圧倒的な強権発揮を軸に語られ
てきた。しかしその背景には、将軍家が正室を公家の日野氏から迎えていたこと、関白一条経嗣や二条良基などの公家 義満が重んじ 重用したことなど 公家を 経済力に物を言わせて、臣下 ように服属させていた点にあったことを論じてきた。こうして武 の棟梁た将軍家が朝廷に対して大きな発言権をもって、南北朝合一を実現させ公家階級を幕臣のように扱い、そうした公家を通じて朝儀に介入し続け、寺社には大きな寄付を与えて懐柔していた実態 一端を明らかに
できたと思う。特に公家層のうち、摂関家の一条、二条家や院執権を兼ねる日野家、その家司として日野家に密着していた山科家を通じて、足利義満は朝儀の進め方を会得 、朝廷の文化を吸収して武士の文化に朝廷の儀礼や式楽を加味し、またはやりの連歌や猿楽をも取り入れた新たな室町文化を形成しつつあった 考える。　
公家の日野家や山科家は、廷臣であると同時に義満時代幕臣に近い
位置にあった め、将軍義満時代が終わり 義持時代に移行すると、将軍家後継争いや上杉禅宗の乱など幕府の抱えた争乱に必然的に巻き込まれること な 。　
こうした政治上の変化の中で、義満正室康子は義満の内意を受けた
朝廷の議決によって、天皇の「准母」となり「准三宮」 「准后」なったのである。康子すなわち 北山院」は、義満死後も義満の公家との接触路線をよく継承する傍ら、義満の菩提を弔う後家 役割をよく果たした。後家となってから 亡き夫の菩提を弔う姿 鎌倉期の北条政子やこれより 日野富子ら、将軍家 正室と同じである。栄子についての史料は少なく、義持生存中の仲の良 夫婦像しか残っていないが、栄子 将軍家正室、称光院准母として 役割も、康子の場合と大差ないものであったと思われる。　
本文で検討したような日野重光や日野町資藤、また康子や栄子など
の活躍の背景には、日野家の女性たちの多くが天皇家の女官として出仕し、その上で後宮に入るものも輩出していたこと、 た日野家の庶子の男性たちは、様々な寺に入り、当時 朝廷政治や幕府政治を支えていたことが 日野家の当主や将軍家妻室の昇進や活躍 支え保護
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る支柱となっていたと考える。
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